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Zhou, ₂₀₀₈；George, ₂₀₀₈；Shalley, Zhou, ＆ Oldham, ₂₀₀₄などのレビューがある）。これ
らの実証的研究の知見から得られる実践的示唆はとても多い。
例えば、個人特性に関しては、①情報処理の柔軟さ（Taggar, ₂₀₀₂）、②内発的意欲や自






奨などが検討されてきている（Gong, Huang, ＆ Farh, ₂₀₀₉； Paulus, ₂₀₀₈；Shalley ＆
Zhou, ₂₀₀₈など）。






































うになってきている（Miron-Spektor,Erez, ＆ Naveh, ₂₀₁₁）。
もちろん、これまでにも、履行（implementation）にかかわる議論が皆無というわけで




あるいは履行という用語は、かつて Klein ＆ Knight（₂₀₀₅）が、組織にＩＴ技術やシス
テムが新たに導入され、その運用が定着して所期の効果をあげるためのマネジメントの問
題として用いられてもいる。そして前述の Anderson, Potočnik, ＆ Zhou（₂₀₁₄）は、創造
性とイノベーションにかかわる先行研究のレビュー論文において、創造性はアイディアの
生成に、イノベーションはアイディアの履行にそれぞれ重点を置いており、そしてまた創
造性はイノベーションの第 ₁ ステップとみることができる（West, ₂₀₀₂）とまとめている。
その他にも、創造的アイディアの生成が、アイディアの履行にとって肯定的な予測要因
であることが説かれてきている（Axtell, et al., ₂₀₀₀；Axtell, Holman, ＆ Wall, ₂₀₀₆）。ある
いは ₂ つの大手航空宇宙関連企業のデザイン技師を対象とする研究によって、Clegg, 















＆ Holland, ₁₉₇₈；Miron, Erez, ＆ Naveh, ₂₀₀₄）。
あるいはまた、組織内の制約や思惑を看過したり、アディアの良否とは基本的には無縁
である組織内の慣行や、組織内人脈とのかかわり方に左右されている可能性もある



































































































Potočnik, ＆ Zhou, ₂₀₁₄の研究レビュー）。これらの特性は、報酬制度、創造革新に対する



















た Kipnis, Schmidt, Wilkinson（₁₉₈₀）の研究を基にして、「論理的な（rational）働きかけ」
と「情緒的な（inspirational）働きかけ」の ₂ つが最も効果があるとする研究結果（Falbe
＆ Yukl, ₁₉₉₂）を参考とした。
第 ₂ 軸は、「共同・一体」と「対峙・分別」の軸である。葛藤処理に関わる研究（Lovelace, 
Shapiro, ＆ Weingart, ₂₀₀₁）から得られる示唆で、共同と一体性を基調とし、それを強調
するコンタクトから、相互に対峙し、互いの違いに注目しあうことを基調とするコンタク
トへと広がる軸である。























（ ₁ ） 職種は、総務₂₂名（₁₆．₇％）、経理 ₄ 名（₃．₀％）、営業₂₇名（₂₀．₅％）、マーケティ
ング ₄ 名（₃．₀％）、開発・研究₃₄名（₂₅．₈％）、その他₃₉名（₂₉．₅％）、無回答 ₂ 名
（₁．₅％）。
（ ₂ ） 職場規模は、M ＝₁₁．₇₉名（SD ＝₇．₇₆）、うち非正規社員数はM ＝₂．₉₇名（SD ＝
₅．₀₇）。
（ ₃ ） 自職場外部との仕事上の接触は、ほとんどない₁₁名（₈．₃％）、ときどき₃₉名（₁₆．₇
％）、多い₇₈名（₅₉．₁％）、無回答 ₄ 名（₃．₀％）。
（ ₄ ）勤続年数は、M ＝₁₄．₈₄年（SD ＝₈．₆）。
（ ₅ ）職位は、管理職₂₈名（₂₁．₂％）、一般職₁₀₄名（₇₈．₈％）。
（ ₆ ）性別は、男性₉₅名（₇₂．₀％）、女性₃₇名（₂₈．₀％）。
（ ₇ ）年齢は、M ＝₃₉．₀₀歳（SD ＝₉．₀₆）。
２ 　測定された変数と質問項目の概要
本論文で設定した変数およびそれにかかわる主な質問項目は下記の通りである。
（ １）「創造革新行動」は、これまで広く活用されてきている Zhou ＆ George（₂₀₀₁）に
拠った。“新しくて革新的なアイディアをいつも持っている”、“創造的なアイディアを関
係者に発信している”、など₁₃項目で測定した。いずれも ₅ 段階の自己評定で、全体平均




までにない抜本的に新しいアイディアが生み出されている”の ₃ 項目により、それぞれ ₅



























に送り出されたり、社内で実現、運用される”の ₃ 項目により、それぞれ ₅ 段階で測定し



















SD ＝ .₈₀，α係数＝ .₈₈₂であった。
③「関係者や外部」（“関係者とよく話し合い、共同して実現する課題を創り出している”、
“関係者と、立場を越えて、協力して取り組む課題を見つけている”、“顧客や取引先に、
一緒に実現する新たな価値を提案している”の ₃ 項目で測定した。全体平均M ＝₃．₀₉，　
SD ＝ .₉₃，そしてα係数＝ .₈₈₃であった。
（ ６）企画やプロジェクトの打合せ場面においてみられる「対人コンタクトの内容特性」
の測定項目は、関連する研究を参考として新たに開発し、測定した。
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とは言うまでもない。これまでも、この点は、Axtell et al.（₂₀₀₀）や Axtell, Holman, ＆
Wall（₂₀₀₆）、あるいは ₂ つの大手航空宇宙関連企業のデザイン技師を対象とする研究を
































































に陥りやすい（Pfeffer ＆ Sutton, ₂₀₀₀）。
「共に見るもの」が設定されることで、自らに閉じこもっておくことでは済まなくなり、
新しい活動とともに新たな発想が生まれる可能性を高める。言い換えると、個人、職場、
組織それぞれのレベルの unlearning が進むことになる（Argote ＆ Miron-Spektor, ₂₀₁₁）。
なお、適切な「共に見るもの」の設定とそれがもたらすことに関わる本研究で述べてき
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